
●ボタン　 を押すごとに表示（機能）が切り替わります。�
　・ストップウォッチ表示のとき、ボタン　 を押すとリコール状態の呼び出しまたは解除となります。�
　・ストップウォッチ表示でリコール状態のとき、ボタン 　を押すとタイマー表示となります。�

●サウンドオフ機能（ボタン操作確認音やタイムアップ音の鳴り止め）�
　　�
　（詳しくは”□  時刻・カレンダー   ○  ボタン名称とはたらき”の項をご参照ください。）�

�
「ストップウオッチ」または「タイマー」�
の計測中に、他の表示へ切り替えても�
正常に作動しています。�
このとき、「時刻・カレンダーの合わせ（修正）�
は絶対行わないでください。�

［ストップウオッチ表示］�
　（ラップ計測）�

［ストップウオッチ表示］�
　（スプリット計測）�

［タイマー表示］� ［時刻・カレンダー表示］�

ラップマーク�

ラップタイム�

積算タイム�

スプッリトマーク�

スプリットタイム�

積算タイム�

時刻�

タイマー�

年� 月� 日� 曜日�

時� 分� 秒�

［ストップウオッチ表示］�
　　（リコール状態）�

ラップタイム�

スプリットタイム�

　　時刻・カレンダー表示でボタン　 を押し、［ＳＯＵＮＤ　ＯＦＦ］を表示させてください。�

Ａ� Ａ� Ａ�

Ａ�

Ａ�

Ｂ�

Ｂ�

ボタン Ｄ� ボタン Ｂ� ボタン Ｃ�

［例：ラップ計測表示］�

■ボタン名称と表示の切り替え�

ACER LL START STOP

LA
P /S

PL I T
RESET

STOP-W. TIMETIMER

MODE

WATER RESISTANTWATER RESISTANT
3BAR3BAR

30 LAP/SPLIT
MEMORY

SET SELECT

ボタン Ａ�
●表示の切り替え�

Ａ�
Ｂ�

Ａ�

C
※タイマー表示マークが点滅している場合は，タイマーが計測していることを表します。�

※［ＳＯＵＮＤ　ＯＦＦ］を表示している場合は，ボタン操作確認音は鳴りません。�

●ボタンの名称とはたらき�

〔例：スプリット計測表示〕�

●ストップウオッチの状態�
　・ラップ(LAP)または�
　　スプリット(SPLIT)�
　・リセット(RESET)�
●リコールの状態�
　・メモリー区間の選択�
　　（区間数減）�

●リコール(RECALL)の状態�
　・メモリーの呼び出しと解除�

●ストップウオッチの状態�
　・スタート(START)�
　・ストップ(STOP)�
●リコールの状態�
　・メモリー区間の選択�
　　（区間数増）�

スプリットマーク�

区間数�

　�
（202. 8DM）�
スプリットタイム　�

�

　�
（220. 8DM）�
積算タイム　�

�

ストップウォッチ表示マーク�

ボタンＢ�

ボタンＡ�

ボタンＣ�ボタンＤ�

■ストップウオッチ�

30 LAP/SPLIT
MEMORY

ACER LL START STOP

LA
P /S

PL I T
RESET

SET SELECT

STOP-W. TIMETIMER

MODE

WATER RESISTANTWATER RESISTANT
3BAR3BAR ●表示の切り替え�

DM�
DM�
DM�
DM�
DM�
DM

10000�
1000�
100�
10�
1
0.1

●普通の使いかた�

〔例：ラップ計測表示〕�

�
　　［ボタンを押す順序：　→　→　（ピッと報知）］�

●ボタン　を押して，ラップ計測またはスプリット計測にします。�

〔作業開始〕�
（スタート）�

〔作業終了〕�
（ストップ）�

〔リセット〕�
（00DMにもどす）�

ラップマーク�

CC D

C　 C 　D

A ●ボタン　を押して，ラップ計測またはスプリット計測表示にします。�
�
　　［ボタンを押す順序：　→　→　→・・・・→　→　（ピッと報知）］�
�
　　　　　　　　　　　　Ｃ　Ｃ　Ｃ　　　　　　Ｃ　Ｄ�

〔例：ラップ計測表示〕�

※ボタン  　を押すことで，途中の再スタート・　�
　ストップは何回でもくり返すことができます。�

Ｃ�

〔作業開始〕�
（スタート）�

〔作業中断〕�
（ストップ）�

〔作業再開〕�
（再スタート）�

〔作業終了〕�
（ストップ）�

〔　リセット　〕�
（００DMにもどす）�

ラップマーク�
C C C

C
D

〔作業開始〕�
（スタート）�

〔要素作業　終了〕�
　（ラップ）�

〔要素作業　  終了〕�
　（ストップ）�

〔　リセット　〕�
（００DMにもどす）�

ラップマーク�

C

CD D

DD

〔要素作業　終了〕�
　（ラップ）�

〔要素作業　  終了〕�
　（ラップ）�

●ボタン　を押して，ラップ計測またはスプリット計測にします。�
　ここでは，ラップ計測でご説明しますがスプリット計測表示でも，ボタン操作は同じです。�
※ラップ計測表示ではラップマークを，スプリット計測表示ではスプリットマークを表示します。�
※区間数は［９９］まで表示し，［１］～［３０］区間のラップ・スプリットタイムは，自動的にメモリー（記憶）しています。�

〔例：ラップ計測表示〕�

�
　　［ボタンを押す順序：　→　→　→・・・・→　→　→　（ピッと報知）］�
�
　　　　　　　　　　　　Ｃ　Ｄ　Ｄ　　　　　　Ｄ　Ｃ　Ｄ�

※ボタン　を押すことで，途中のラップ�
　は何回でもくり返すことができます。�

区間数�

ラップタイム�積算タイム�

●時間計測を積算でおこなうとき� ●ラップ計測またはスプリット計測をおこなうとき�
　　   　 A 　　   　 A

　　   　 D

（中断がある作業時間の計測）� （複数の要素のある作業時間の計測）�

1 2

［ラップ計測］�

［スプリット計測］�

作業開始� 作業　� 作業　� 作業　� 作業　� 作業終了�1 2 3 4
作業間の経過時間�

作業開始からある作業までの途中経過時間�

●タイマー�

　   ボタン　を押すと、�
　   タイマーがスタート�
　   します。�
　　（ピッと報知）�

　   　　　Ｃ� 　   ボタン　を押すごとに、タイマーの�
　   ストップ／再スタートができ、何回�
　   でも繰り返すことができます。�
　　（ピッと報知）�

　   　　　Ｃ� 　   タイムアップ３秒前から予告音が�
　   鳴り、その後タイムアップ音が�
　   約５秒間鳴ります。�

タイマー回数は［　１］を表示します。�

※タイムアップ音（予告音含む）を止めるときは、いずれかのボタン（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ）�
を押してください。このタイマー区間だけ鳴り止めとなります。�
※タイマーを５秒以内に合わせたときは、タイムアップ音のみが鳴り続きます。�
�※タイマー回数は、［９９］まで繰り返した回数を表示します。�

※リピート機能ですの�
　でタイマーは作動し�
　続けます。�

〔スタート〕� 〔ストップ／再スタート〕� 〔タイムアップ〕�

Ｃ�Ｃ�

●タイマー�

　　ボタン　を約３秒間押します。�
　　タイマーの時が点滅し，回数，�
　　時刻の表示は消えます。�
　　また、［SOUND OFF］を表示します。�

　　　　　Ｂ�

・タイマーのタイムアップ後，再びタイマーがスタートするリピート（繰り返し）�
　機能です。�
・タイマーは１秒単位に最大９時間５９分５９秒まで合わせることができます。�

　　ボタン　を押すごとに，上記の順で修正する箇所が点滅し切り替わります。�　　　　　Ｃ�

〔例　タイマーセット時間：３分〕�

　　ボタン　で修正箇所を選んだ後，�
　　ボタン　を押し時間を合わせます。�
　�
　　ボタン　を押すごとに１つずつ�
　　送り，押し続けると早送りします。�

　　　　　Ｃ�
　　　　　Ｄ�
　�
　　　　　Ｄ�

　　ボタン　を押し，�
　　もどします。�
　　　　　Ｂ�　　　　　　　　　  タイマー表示へ�

※タイマーを合わせる前に、［SOUND OFF］が�
　表示していないときは、タイマーを合わせた後、�
　タイマー表示にもどすと，表示は消えます。�
※タイマーセット時間を全て０時００分００秒へ�
　もどす場合は，ボタンＡを押してください。�

※タイマーの修正状態で約３分間�
　放置すると，自動的にタイマー�
　表示へもどります。�

〔分〕� 〔秒〕� 〔時〕�

Ａ�

Ｃ� Ｄ�Ｂ�
Ｃ� Ｃ�

Ｂ�
Ｃ�

※タイマーが作動しているときは，ボタン　  を押しストップ状態にしてください。�
●ボタン　を押して，タイマー表示にします。�　　　　Ａ�

［ご注意］�

●タイマー時間を１０秒以内に合わせて使う場合�
・タイマーをストップするとき，ボタン　を１秒以内に２回押すことが必要になります。�
　　詳しくは，″○タイマーの使いかた：タイマーのストップとリセット（解除）″の項をご参照ください。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ�

タイムアップ音（予告音含む）が鳴っているとき，ボタンを押すと″鳴り止め″となりますので，次のことにご注意�
ください。�

・他の表示へ切り替えるときも同様に，ボタン　を１秒以内に２回押すことが必要となります。�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ�
●「ストップウオッチ表示」で計測中，タイムアップ音  予告音含む  と重なったときは，スタート／ストップ／�
　ラップなどのボタンがはたらきませんので，再びボタン を押してください。�

（　　　　　）�

C

［1］・［2］・［3］・・・・・・［30］�

このストップウオッチは、最初の１～３０作業までのラップ・スプリットタイムを自動的にメモリー（記憶）しています。�
メモリーしているラップ／スプリットタイムのリコール（呼び出し）は、次の順序で行います。�

〔計測を終了してからリコールする場合〕�

　　ボタン　 を押します。�

最初の［１］作業のラップ／スプリットタイムを表示します。�
例：［３０］作業以上の表示をしている場合�

・ボタン　 を押すごとに、次の作業を順に表示します。�

・ボタン　 を押すごとに、前の作業を順に表示します。�

　　ボタン　 を押します。�ラップまたはスプリット計測表示へもどります。�
※リセット(00DMにもどす)しても、新しく計測を始めない限りメモリーは�
　消去されず、ボタン　 でリコールできます。このとき､STOPマークは表�
　示しません。�
※リコール状態からボタン　 を押すと、タイマー表示へ切り替わります。�

［1］・［30］・［29］・・・・・・［2］�

作業数� ラップタイム�

スプリットタイム�

Ａ�

Ｂ�
Ｃ�Ｄ�

〔計測中にリコールする場合〕�

　　ボタン　 を押します。�
最新作業のラップ／スプリットタイムを表示します。�
３０作業以上を計測している場合は、［３０］作業を�
表示します。�
例：［１０］作業を表示している場合�

・ボタン　 を押すごとに、前の作業を順に表示します。�

・ボタン　 を押すごとに、次の作業を順に表示します。�

　　ボタン　 を押します。�
ラップまたはスプリット計測表示へもどり、引き続き計測ができます。�

［10］・［9］・［8］・・・・・・［1］�

［10］・［1］・［2］・・・・・・［9］�

作業数� ラップタイム�

スプリットタイム�
※ストップウオッチ表示マークが点滅している場合は、ストップウオッチ計測をしていることを表します。�

※［SOUND  OFF］を表示している場合は、タイムアップ音（予告音）やボタン操作確認音は鳴りません。�

ボタンＤ�

ボタンＢ�

ボタンＣ�

ボタンＡ�

●タイマーの修正状態�
　・セット時間の修正�
●タイマー状態�
　・リセット（タイマーの解除）�

●タイマー修正状態への�
　呼び出しと解除�

●タイマーの修正状態�
　・セット時間の修正箇所�
　　の選択�
●タイマー状態�
　・スタート�
　・ストップ�

●表示の切り替え�
●タイマーの修正状態�
　・タイマー時間を�
　　００秒にもどす。�

タイマー回数�
時刻�
（午前10時08分）�

（０時間03分00秒）�
タイマー�

タイマー表示マーク�

ストップ�
　マーク�

リコールマーク�

Ｂ�

Ｃ�

Ｄ�

Ｂ�

Ｂ�

Ａ�
Ｂ�

Ｃ�Ｄ�

Ｂ�

Ｄ�

Ｃ�

Ｂ�

30 LAP/SPLIT
MEMORY

ACER LL START STOP

LA
P /S

PL I T
RESET

SET SELECT

STOP-W. TIMETIMER

MODE

WATER RESISTANTWATER RESISTANT
3BAR3BAR

　メモリー機能（リコール）の使いかた� 　タイマー� 　ボタンの名称とはたらき�

Ｄ�Ｃ�
ストップマーク�

［タイマーのストップとリセット（解除）］�

●１０秒以上のタイマーセット時間の場合�

　　ボタン　  を押し、タイマーを�
　　ストップします。�
　　（ピッと報知）�

※タイムアップ予告音またはタイム�
　アップ音が鳴っているときボタン　    を�
　押した場合､  鳴り止めとなりタイマーは�
　ストップしません。�
　再び、ボタン　    を押してください。�

　　ボタン　  を押し、タイマーを�
　　リセットします。�
　　最初のタイマーセット時間表示へ�
　　もどります。�
　　（ピッと報知）�

Ｃ� Ｄ�

Ｃ�

Ｃ�

1 2

※タイマーがストップしない場合は�
　上記の操作を数回繰り返してください。�

３つのボタン　 ・　 ・　  を、同時に約３秒間押し続けてください。�
表示が消え、ボタンをはなすと時刻・カレンダー表示になります。�

Ｂ�Ｃ�Ｄ�

タイマーがストップしない場合�

※全ての内容が消去されます｡時刻・カレンダーを合わせ直してください。�

Ｄ� Ｂ�
Ｃ�

〔ストップ〕� 〔リセット〕� 〔ストップ〕� 〔リセット〕�

●１０秒以内のタイマーセット時間の場合�

　　ボタン　  を１秒以内に２回�
　　押し､タイマーをストップします。�
　　（ピッと報知）�

Ｃ�1 　　ボタン　  を押し、タイマーを�
　　リセットします。�
　　最初のタイマー時間表示へもど�
　　ります。�
　　（ピッと報知）�

2 Ｄ�

Ｄ�Ｃ�
ストップマーク�

※サウンド　オフの切り替えについて�
　時刻・カレンダー表示のとき、ボタンＣを押すごとに　［ＳＯＵＮＤ　ＯＦＦ］表示が点灯または消灯を繰り返します。�
　［ＳＯＵＮＤ　ＯＦＦ］表示のときは、タイムアップ音（予告音含む）やボタン操作確認音など音を消します。�

�
�
�
　［ＳＯＵＮＤ　ＯＦＦ］表示が消えているときは、音が鳴ります。�
※ストップウオッチ／タイマー表示マークが点滅している場合は、ストップウオッチ／タイマーを計測していることを表します。�

ボタンＢ� ボタンＣ�

ボタンＡ�

●時刻・カレンダーの修正状態�
　・時刻・カレンダーの修正�

●時刻・カレンダー修正状態への�
　呼び出しと解除�

●サウンドオフの切り替え�
●時刻・カレンダーの修正状態�
　・時刻・カレンダーの修正箇所�
　　の選択�

●表示の切り替え�

時刻・カレンダー表示マーク�

ＡＭ（午前）マーク�

年（西暦）�

サウンド　オフ�

月�
日�

曜日�
時�
分�
秒�

ACER LL START STOP

LA
P /S

PL I T
RESET

STOP-W. TIMETIMER

MODE

WATER RESISTANTWATER RESISTANT
3BAR3BAR

ボタンＤ�

■時刻・� ●ボタンの名称とはたらき�

30 LAP/SPLIT
MEMORY

SET SELECT

●ボタン　を押し、時刻・カレンダー表示に合わせます。�

〔秒合わせ〕� 〔分合わせ〕� 〔時合わせ〕�

　  ボタン　を約１秒間押し続�
　  けてください。�

　  秒が点滅し、曜日の表示が�
　  消えます。�
　  また、[SOND OFF] を表示�
      します。�

　  時報と同時にボタン　押�
　  すと00秒に合います。�

　  ボタン　を押すと分が�
　  点滅します。�

　  ボタン　を押すごとに�
　  １分ずつ進みます。�

　  ボタン　を押すと時が�
　  点滅します。�

　  ボタン　を押すごとに�
　  １時間ずつ進みます。�

　  12時間制のときは、�
　  ＡＭ（午前）ＰＭ（午後）�
　  にご注意ください。�※秒表示が30～59秒のとき、�

　ボタン Ｄを押すと分が１�
　分くり上がり、00秒に合�
　います。� ※分・時・日・月・年の合わせで早送りする場合は、ボタンＤを�

　押し続けてください。押し続けている間、早送りします。�

※時刻・カレンダー合わせ状態で、ボタンＣ・Ｄを同時に押した場合、全表示になりますが異常�
　ではありません。いずれかのボタンを押すと、時刻・カレンダー表示へ切り替わりますので再�
　び、時刻・カレンダーを合わせてください。�

B CD D D C

※時刻を合わせる前に�
　　　が表示していないとき�
　は、時刻合わせの後時刻 ・�
　カレンダー表示へもどすと�
　表示は消えます。�

[SOUND
OFF]

A

B D C

D

C

D

●　時刻・カレンダーの合わせかた�

〔日合わせ〕�

　  ボタン　 を押すと日が�
　  点滅します。�

　  ボタン　 を押す事に１�
　  日ずつ進みます。�

DC

〔月合わせ〕� 〔年合わせ〕� 〔12／24時間制の切り替え〕�

　  ボタン　 を押すと�
　  12（時間制）また�
　  は24（時間制）が�
　  点滅します。�

　  ボタン　 を押し選�
　  んでください。�

　  ボタン　 を押し、時刻・�
　  カレンダー表示へもどし�
　  ます。�

※日・月・年を合わせると､自動的に曜日が合います。� ※24時間制の場合､AM/PM�
　マークは表示しません。�

※時刻・カレンダー合わせ�
　状態で約３分間放置する�
　と、自動的に時刻・カレ�
　ンダー表示へもどります。�

※カレンダーは1992年～2041年までの年・月・日・曜日がプログラムされていますので�
　この間、月の大小やうるう年でも修正する必要がないフルオートカレンダーです。�

D CDCD B

　  ボタン　 を押すと月が�
　  点滅します。�

　  ボタン　 を押すごとに�
　  １月ずつ進みます。�

　  ボタン　 を押すと年が�
　  点滅します。�

　  ボタン　 を押すごとに�
　  １年ずつ進みます。�
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■お取扱いにあたって�
防水�

３気圧防水ですので、雨天時や�
水しぶきのかかりやすいスポーツ�
時でもご使用できます。�

※ストップウオッチの内部にも多少湿気�
　がありますので、外気がストップウオ�
　ッチ内部の温度より低い場合には、ガ�
　ラス内面がくもるときがあります。�
　くもりが一時的な場合には支障はあり�
　ませんが、長時間消えない場合はお買�
　い上げ店にご相談ください。�

ショック�

落としたりぶつけたりなどの�
過度の衝撃はお避けください。�

磁気�

磁気の影響はありません。�

温度� この時計は、常温（５℃～35℃の範囲内）のときに安定�
した精度が得られるように調整してあります。�

直射日光が長時間あたったり、�
高温になる所に置かないでく�
ださい。�
表示が黒くなることがあり�
ますが、常温にもどれば影響�
は残りません。�

寒い所に長く置かないでく�
ださい。�
　多少の進み遅れが生ずる�
ことがあります。�
　数字の変わりかたが遅く�
なることがあります。精度�
には関係ありません。）�

(1)

(2)
（�

いずれの場合も、もとの温度にもどれば正常な状態にもどります。�

※－10℃以下、＋60℃以上の温度下で長時間放置しますと止まりなどの�
　原因になったり、電池が漏液したり、電池寿命が短くなることがあり�
　ますので、ご注意ください。�

電池寿命�

この時計は、新しい正常な電池を組み込んだ場合、その後約３年間作動します。�

※ただし、電池はタイマーのくり返し回数が１日１０回を基準としていますの�
　で、それ以上使用した場合は３年に満たないうちに容量が切れます。�

※この時計には、工場出荷時に時計の機能を点検し、性能を検査するために使�
　用した電池［モニター電池・・・機能検査用電池］が組み込まれていますの�
　で、お買い上げ後３年に満たないうちに電池寿命が切れることがありますが�
　ご了承ください。�
※電池寿命が切れた場合は、保証期間内であっても電池交換は有料となります。�

電池寿命切れ予告機能�

時刻・カレンダー表示の時、表示全体が点滅を始めますと２～３日中に時計が�
止まる可能性がありますので、お早めにお買い上げ店またはセイコー取扱店で�
電池交換をご依頼ください。�

（表示が点滅を始めても時刻は正確です。）�

※時計から電池を取り出した場合、電池は幼児の手が届かないところに保�
　管してください。�
　万一飲み込んだ場合には、ただちに医師とご相談ください。�

■電池についてのお願いとご注意�
電池交換�

電池交換は必ずお買い上げ店、またはセイコー取扱店で「セイコー純正SB�
電池」とご指定の上、こ用命ください。�
電池が切れたまま、長時間放置しますと漏液などの原因になりますので、�
お早めに交換してください。�

川�

薬品�

ケースの材料として、プラスチックを�
使用しておりますのでアルコール、ガ�
ソリンなどの溶剤類、化粧品などのス�
プレー液また、クリーナー類、接着剤�
�および、塗料類が付着しますと、化学�
作用により、ケース、ヒモなどの変色�
劣化や破損の原因となることがありま�
すので充分ご注意ください。�

静電気�

時計に使われているＩＣ（集積回路）は�
静電気に弱い性質をもっています。強い�
静電気を受けた場合は、表示が狂うこと�
がありますので､ご注意ください｡特に､�
テレビ画面からは強い静電気が出ており�
ますので、ご注意ください。�

 S039 　　   の主な特長�

セイコーデジタルストップウオッチS039（100割計）は，工程管理や作業分析などで用いられる�
10進法計測式の工業用ストップウオッチです。�
ストップウオッチ機能の他にタイマー機能と時刻・カレンダー機能などを備えています。�

●ストップウオッチ機能�
・1/10DM（1/1000分に相当）単位で最大99999.9DM（999.999分に相当）まで計測できます。�
・ラップ計測とスプリット計測は，それぞれ別画面に表示しますので必要に応じ選択できます。�
・最初の１作業（区間）から30作業（区間）までのラップ／スプリットタイムは，自動的に�
　記憶していますので呼び出して確認することができます。�

●タイマー機能�
・タイムアップ後，再びタイマーがスタートするリピート（繰り返し）機能です。�
・１秒単位で最大９時間59分59秒までセットできます。�
・時刻（時／分）を同一画面に表示します。�

●時刻・カレンダー機能�
・時刻（時／分／秒）の他に年／月／日／曜日を表示します。�
・1992年～2041年までの月末のカレンダー修正を必要としない，フルオートカレンダーです。�

●サウンドオフ機能�
・タイマーのタイムアップ音や，ボタン操作による確認音などの鳴り止めを選択できます。�

ラップタイムは作業間の経過時間を、スプ�
リットタイムは作業開始からある作業まで�
の途中経過時間をさします。�

ラップ�作
業
開
始
�

スプリット�

 ■セイコーデジタルストップウオッチ�

※DM（Decimal：デシマル）＝10進法計測で使用される単位　　    1 DM＝  1/100分�
                 100DM＝  1　　分�

600DM＝  6　　分�
6000DM＝60　　分�
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の使いかた�の合わせかた�

カレンダー�
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［ご注意］�
�


